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JAPANESE STYLE SPIRITS

高橋酒造株式会社



１９５０年代まで

「たくわん貿易」 海外の日本人に対する貿易

１９６０年代後半 寿司が米国社会での普及していった。

欧米人が生の魚を食べるとは思われてなかった。

寿司やその他の日本食の普及と共に日本酒も飲まれるようになった。

焼酎より圧倒的に日本酒の方が先行して海外に輸出されていた。

「洋食」に「ワイン」と同じように「日本食」に「日本の酒」

「本格米焼酎」の酒文化

和酒（日本酒・焼酎）の海外マーケットについて



補助金に群がる
「業界・・」

「補助金・・」

営業活動は主体的に行動しないと結果に繋がらない。

「本格米焼酎」の酒文化

展示会への出展
展示会だけでは

取引先の獲得は厳しい。

個別訪問
ディストリビューターへの
個別訪問をする。

先行投資
契約後はディストリビューター

任せにしない。

「本格米焼酎」の酒文化

営業活動



JFOODOとのプロモーションの実施例

実際に酒蔵が現地で参加したイベントのスケジュール。
バープロモーションでは3つのバーが「金しろ」を使ったカクテルを考案し
約1カ月メニューインになった。
その後の導入については現在、当社の営業とディストリビューターの営業が交渉中
（１軒の採用の見込みあり）

1/19

業界関係者向けPRイベント/商談会

バープロモーション参加店舗を集めて、シグネチャーカクテルや焼酎原酒を体験で

きるイベントを実施すると同時に、ディストリビューター商談会を実施。

1/20
～

2/20

バー店頭プロモーション

LAのバー10店舗にて、焼酎カクテルを提供する店頭プロモーションを実施する。

店頭では差し込みメニュー、卓上POP、コースターなどを設置。

協力可能店では、小規模セミナーや焼酎原酒の解説付き試飲を実施する。

1/26
消費者向け体験イベント

LA在住のミレニアル世代を集めた焼酎体験イベントを実施。SNSでの拡散や体験

を通じた口コミによって、焼酎/シグネチャーカクテルの認知アップを目指す。



（KL）

（年）

■アルコールHSコード

https://www.customs.go.jp/yusyutu/2022_01_01/data/j_22.htm

「日本産酒類の輸出統計」

２０１３年〜２０２２年 酒類輸出統計グラフ

L 累計金額(千円)

2013 77,324,097 25,231,138

2014 87,936,840 29,573,398

2015 110,035,413 39,179,777

2016 124,821,733 43,111,806

2017 169,086,723 54,614,877

2018 175,689,588 61,999,328

2019 153,171,456 66,189,999

2020 114,224,446 71,157,324

2021 152,918,331 114,783,449

2022 182,629,217 139,378,157
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● ２０００年頃まで 試飲会 美味しさ を伝える

「本格米焼酎」の酒文化

我々が陥りがちな考え。

● 美味しいものを造っているのだから、飲んでもらえさえすれば
ファンになってもらえるはず。

美味しいものは、市場に溢れている。

● アジアの片隅の蒸溜所の酒を飲む必要はない。

※圧倒的に差別化出来る技術や品質があれば別

伝えてきたもの

本スライドの情報は
当日投影用資料のみ掲載



● ２０１０年頃から 歴史・文化・自然環境

●欧米では２０世紀半ばからの常識

●グレンフィディック蒸溜所
「造り方」や「商品」の紹介ではなく、
創業者のウィリアム・グラントが「蒸溜所を作るドラマ」

● スコットランドのスコッチウィスキー
「スコットランドの自然の中で」
「熟練した職人が」
「コツコツと美味しいスコッチウィスキー
を造っています」

「本格米焼酎」の酒文化

伝えてきたもの

本スライドの情報は
当日投影用資料のみ掲載



機能を売らない・世界観を売る。

世界観を売る

機能を売ると過当競争に巻き込まれる。

利益が薄くなって、競争から撤退する。

日本市場の程々のボリュームに満足する。

日本のマーケットが小さくなって事業そのものから撤退する。

「本格米焼酎」の酒文化

01

02

03

04

05



自社商品の（自社の） No1は何か？

弱みも強みに 広いマーケットの中では

インフルエンサー ＳＮＳ時代ではマス広告より効果大

最終的には 誇りと自信とビジョン

「本格米焼酎」の酒文化

フォーカスすべき点

01

02

03

04



「本格米焼酎」の酒文化

全国本格焼酎メーカー2018年ランキングは10位
米焼酎では31年連続シェアNO.1、球磨焼酎では7割のシェア

※令和元年８月２２日付
日本経済新聞ほか多数掲載

球磨焼酎移出量に占める高橋酒造の割合

（平成19年）

他メーカー,
31.9%

高橋酒造,
68.1%

米焼酎市場シェア率

（泡盛を除く）

高橋酒造
41 .5%

A酒造
7 .2%B酒造

5 .0%

C酒造
4 .6%

Ｄ酒造, 3 .1%

その他
38 .7%

トップ10で主力が
「米焼酎」なのは
弊社のみ

No1は何か

本スライドの情報は
当日投影用資料のみ掲載



ラフロイグ （強烈な香りも強みに）

ウイスキー愛飲家でさえ大好きか大嫌いか両極端に分かれる極めて個性の強いモル

トであり、ラフロイグのテイストはとっつきにくい。「瓶詰めの煙」、ヨードチンキ]、海藻、

あるいは、消毒剤（日本ではしばしば正露丸）[6]にすら例えられてきた。アメリカで禁

酒法が施行された時代、ラフロイグ蒸留所は「この液体は酒ではなく薬の臭いだ」と

主張して、合法的にウイスキーを販売した[7]。

「本格米焼酎」の酒文化

弱みも強みに

本スライドの情報は
当日投影用資料のみ掲載

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%93%B6%E8%A9%B0%E3%82%81
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%85%99
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%A8%E3%83%BC%E3%83%89%E3%83%81%E3%83%B3%E3%82%AD
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B5%B7%E8%97%BB
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B6%88%E6%AF%92%E5%89%A4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%AD%A3%E9%9C%B2%E4%B8%B8
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%83%A1%E3%83%AA%E3%82%AB%E5%90%88%E8%A1%86%E5%9B%BD%E3%81%AB%E3%81%8A%E3%81%91%E3%82%8B%E7%A6%81%E9%85%92%E6%B3%95


ジョン・ゴントナー （日本酒の伝道師）

日本酒伝道師。1962年アメリカ・オハイオ州生まれ。 ’88年8月、JETプログラム英

語教師として来日後、電子エンジニアを経て日本酒ジャーナリストに。’94年から8年

間、英字新聞『The Japan Times』にて日本酒コラムを連載。2003年より在日外国

人向けセミナーやアメリカ各都市にて日本酒を普及させるためのセミナーを開催。日

本酒輸出協会（SEA）にも参加し、日本酒の輸出にも尽力している。

インフルエンサー

「本格米焼酎」の酒文化

本スライドの情報は
当日投影用資料のみ掲載



米の国、水の国日本。この日本を代表する蒸留酒が本格米焼酎

誇りと自信とビジョン
「本格米焼酎」の酒文化

本スライドの情報は
当日投影用資料のみ掲載



ご清聴ありがとうございました。

本スライドの情報は
当日投影用資料のみ掲載
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